























































































































































































































































































































































































































































に日本ではその明確な限界が叫ばれながら（伊藤 [2017]；伊藤 [2018] 第 4・5 
章），それに代替する明確なオルタナティブがなかなか見えてこないというの
が現状といってよい。それを打開するためには，むろん正確な現状認識・分析
がまず必要であることは周知のところである。長い時間的スパンで歴史を回顧
すると，修正資本主義（ケインズ），社会主義（マルクス），新自由主義（フリー
ドマン）という 3 つの選択肢のいずれもが大きな欠点と限界を内在し，それぞ
れの経済思想・理論のメリットを単純に結合し合うだけでは，現代の資本主義
が直面する多種多様で複雑な問題群に有効に対処することは難しい14。資本主
義に代替するオルタナティブを学問的に正確に展望・確立することが容易でな
い主要理由もここにある。既存の経済思想の再吟味にとどまらない，新たな経
済思想とヴィジョンの創造が真に求められているからだ。そしてオルタナティ
ブは多元的であってよい。本書の世界的知性三人の対談は，問題のコアとその
ための思索の意義を読者に鮮やかに伝えてくれている。解答でなく，読者自身
も共に考えるべき洞察なりヒントを数多く提起してくれてもいる。「未知の問
題」に挑む営為は「未知への自由」から醸成される。本書はそのためのすぐれ
た教材となろう。
　マルクスやシュンペーターなど偉人といわれる経済学者の言説や思想は一見
すると難しい印象を与え，経済学を専門としていない（専門としている経済学
者であっても，というべきか）一般読者には迂遠な存在のように受け止められ
がちだが，一般と専門という壁を取り除き，現代の資本主義をめぐる多面的問
題群の時代文脈と意義について，世代間をこえた広い層に伝えようと祈願した
14　このような問題意識を明確に共有しながら，主流派の新古典派経済学における貨幣と市
場をめぐる理論的反省から，「資本主義はどこへ向かうのか」を重厚に論じ直した注目作
として西部 [2011]がある。またヴェブレンをはじめとする制度主義経済学や J・デューイ
らのリベラリズムの真髄を汲み取りながら，いわゆる「社会的共通資本」論の現代的意義
と役割について，主流派経済学批判をふまえながらきわめて精力的に展開された世界的経
済学者の（故）宇沢弘文 [2016]も参照されたい。
─ 171 ─
資本主義はどこへ向かうのか
番組制作とそれにもとづく書籍化への想いに深く共感し，あらためて敬意を表
したい。「資本主義とはなにか」，そしてまた「資本主義はどこへ向かうのか」。
この古くて新しい問題に回帰することがより強く問われる時代に今われわれは
生き暮らしているのである。そしてこれは永遠の挑戦課題なのかもしれない。
くわえてきわめてスリリングで刺激的だ。なぜならば，資本主義を問い直すこ
とは経済学それ自体を問い直すことなのだから。
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